
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

できることから始めよう！ 

避難所運営のヒント＆実践集 
千葉市避難所運営委員会活動事例集 

千葉市防災対策課 

令和７年３月作成 



 

はじめに 

 

 千葉市では、地域の皆さまのご理解のもと、全ての指定避難所に避難所運営委員会が組織

され、日頃から様々な防災活動に取り組まれています。 

 

避難所運営委員会活動事例集は、平成３０年度に作成・配布しましたが、その後、令和元年

の風水害や新型コロナウイルス感染症の流行などがあり、各委員会の活動も充実・強化され

ています。 

そこで、この度、あらためて活動事例を収集し、この事例集を取りまとめました。 

 

「どのように活動を進めればよいか」「活動をさらに活性化させたいが、良いアイデアが浮か

ばない」といったお悩みをお持ちの方々の参考になればと思い、地域で行われている様々な

事例を紹介しておりますので、ぜひご活用ください。 
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１ 

最低限身に着ける知識の整理 

団体    団体名称 扇田小学校避難所運営委員会 

 

活動内容 

扇田小学校避難所運営委員会では、複数年対応している委員が数名いる一方で、１年限り

の委員が毎年 15 名弱存在します。そのため、避難所運営委員の複数年定着が難しいことを

前提に、避難所運営委員会を「避難所としての最低限の知識を学んでもらう場」として、１年限

りの委員の方に、避難所の基本を理解していただくことを目標としています。 

 

【学んでいただくこと（抜粋）】 

・避難所とは 

・避難所の役割 

・避難所開設の条件 

・避難所の備蓄品 

・避難所の運営の主役は避難者自身であること 

（施設管理者や市の担当職員に頼りきりにならないこと） 

・避難所は避難者だけではなく地域の支援拠点として機能すること 

・マンホールトイレの設置訓練（トイレの確保が第一であることから） 

  

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・当避難所は、近隣家屋の構成から在宅避難を前提としながらも、建物の全半壊以外にも 

インフラの寸断等で、避難所に来る人がいる可能性が理解できた。 

・避難所に十分な備蓄があるわけではなく、避難者が近隣住民だけではないことを知り、 

避難所運営の難しさが分かった。 

・避難所運営委員会を「避難所運営委員会理解者を輩出する学校」と位置づける仕組み 

 は参加しやすい。 

事例 1 

● 避難所運営委員が頻繁に変わる委員会は多いので、災害時に必要な最低限の

知識をまず身に着けることが大切です。 

● 避難所運営委員を交替した後も防災の知識を持った地域住民がいることで、地

域の防災力向上に繋がります。 

 

● 避難所運営委員が頻繁に変わる委員会は多いので、災害時に必要な最低限

の知識をまず身に着けることが大切です。また、避難所運営委員を交替した

後も 

 

 



 

 

２ 

は参加しやすい。   地区全体での避難所運営協力活動 

団体名称①おゆみ野地区避難所運営委員会連絡会 

②高洲地区避難所運営委員会（高洲四小、高洲三小、旧高洲二中、 

高洲コミュニティセンター、高洲スポーツセンター） 

活動内容① 

令和 4年におゆみ野地区にある１０か所の避難所運営委員会で、連絡会を組織。 

各避難所運営委員会が平常時から繋がりをもち、それぞれの活動内容や避難所の施設、設 

備等を情報交換し共有することで、災害時の避難所運営に地区全体で協力・連携できるよう

にしています。 

【活動内容】 

・年２回の全体会議の開催（６月、12月）…活動内容等の情報を共有し、問題点を相談・解決 

・近隣の委員会で班を編成（全４班）し、開設訓練などを相互に見学 

・地区町内自治会連絡協議会会長会にて活動報告と取組み内容の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容② 

令和 2年から高洲地区内５箇所の避難所運営委員会で定期的に情報交換を行っています。 

避難所運営マニュアルシート式 BOX、運営キット、資機材整備など運営上の工夫や好事例の

情報共有を図り、一つの委員会だけでは解決できない課題や解決策を共有しています。 

【主な取り組み】 

・年 3回の連絡会議の開催  ・避難所訓練等の相互見学、活動報告 

・「避難生活と防災」企画展の開催  

・避難所運営通信など防災減災の情報発信や地域連携 

 

ポイント 

 

 

● 平常時からお互いの顔を見て関係を築くことで災害時の協力関係を円滑に進

めることができます。 

● それぞれの訓練を相互に見学することで、優れた点を取り込み、課題の共有を

行うことができます。 

 

 

 

 

事例 2 



 

３ 

地域ではこんな意見が出ました 

活動内容① 

・他の委員会の活動内容を知ることができ、良い点を真似し、取り入れることができる。 

・情報交換と要望を出せる場所としてとても良い。 

・立ち遅れていたので、非常に刺激になり、連絡会の活動が有意義である。 

活動内容② 

・避難所運営の初動対応やマニュアルの独自工夫など情報共有ができて参考になった。 

・開設訓練の相互見学で、各避難所の特性や課題が見え活動のレベルアップになった。 

・平時から地域で災害時の協力体制や避難所間の連携を話し合うことが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 

ピクトグラムの活用 

団体名称 旧大宮台小学校避難所運営委員会 

 

活動内容 

ピクトグラムによる表示の取り組みについては、東京２０２０年オリンピック・パラリンピック

競技大会をはじめ、最近では避難場所等の表示など、全国的な取り組みとして広がってきて

います。 

旧大宮台小学校避難所運営委員会では、避難所ピクトグラムを作成し、成果物は常設の模

擬避難所内において活用しています。 

【ピクトグラムのメリット】 

文字や言語に依存せず、直感的にその表現内容を理解できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

ポイント 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・多様な色覚に配慮するために、現在のものが劣化し新たに作成する際にはモノクロの 

ほうがよいのでは。（現在赤・青・緑などを使用したバージョンも掲示中） 

・避難所のスペースは流動的に使われる場所もあるので、ホワイトボード用マーカーでフリー 

に書き込めるタイプのものも含み、追加する場合もパウチ加工にして貼り替えがしやすい 

ものを作成したほうがよい。                      

・作成が可能なものは事前に準備しておくことが重要。  

 

事例３ 

● ピクトグラムを使用することで、目の見えづらくなった高齢者、漢字が苦手な子

ども、外国人、一部の障害者など文字の読めない人にも情報を伝えることができ

ます。補足でルビ・数種の言語表示も記載されています。 

 

 



 

５ 

ペットホテルと連携した受入訓練 

団体名称 犢橋公民館避難所運営委員会 

 

活動内容 

犢橋公民館避難所運営委員会では、避難所のスペースが限られており、ペットの避難をどう

受け入れるかが課題でした。地域内に新しくペットホテルがオープンし、災害時の一時受入れ

について相談したところ、事業者からも「ぜひ協力したいと思っていた」と快諾していただき

ました。訓練として、飼い主がペットを避難所からペットホテルまで連れて行き、受け入れ・ド

ッグラン使用までを体験しました。 

【ペットホテル】                 【ケージ部屋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訓練の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

 ・訓練で施設内を確認・体験できてよかった。安心した。 

 ・実際体験してみて、災害時以外でも預けることを考えてもよいと思った。 

 ・２４時間受け入れ可能なペットの預け先があるとわかっていれば、ペットがいる人もそうで 

ない人も安心できる。 

 ・環境が始めから整っている施設なので、準備がいらない。 

● 指定避難所以外の場所でも、災害発生時に連携・協力が可能な施設を地域内で

探し、訓練に取り入れてみましょう。 

 

 

事例４ 
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避難所で赤ちゃんから高齢者まで支援 

団体名称 千城台みらい小学校避難所運営委員会 
 

活動内容 

千城台みらい小学校避難所運営委員会では、避難所におけるプライバシー保護と感染症予

防の観点から、間仕切りの導入を検討しました。災害時に体育館での共同生活が避けられな

い中、プライバシーがない生活は避難者にとって大きなストレスとなるため、赤ちゃんから高

齢者までの各世帯が一定の間隔を確保できるよう、簡易間仕切りを購入することにしました。

購入にあたっては、できるだけ多くの間仕切りを確保するため、安価でありながら、一定程度

（完全な密閉ではない）のプライバシーが守れるものを選定しました。 

 

【購入と訓練】 

令和 6年度には 3セットの間仕切りを購入し、避難所開設運

営訓練で組み立て設置を行いました。組み立ては簡単にできま

したが、強風などでずれる可能性があり、固定方法の改善が必

要です。 

現在の 3 セットでは数が足りないため、毎年追加購入を検討

しています。なお、間仕切りの床にはブルーシートを敷き、直接

床に寝てもらうことになるため衛生面（チリ埃を避ける）を考慮

し、避難者が快適に休めるよう段ボールベッドの購入も検討して

います。 

 

 

ポイント 

 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

 ・組み立てはとても簡単で、数分で組み立てることができました。 

 ・間仕切りの固定方法（強い風等でずれる）など、課題も見つかりました。 

 ・絶対数としてまだまだ足りないので、毎年購入していきたい。

事例５ 

● 赤ちゃんから高齢者まで老若男女問わず、幅広く活用できること 

● プライバシー保護、感染症予防（ある程度の間隔をとる）に役立つこと 

【写真】大学産業（株）カタログより引用 
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ほしい など 

 など 

 

 

アドバイザーの活用を検討される方は、各区役所 

地域づくり支援課までご相談ください 
中央区地域づくり支援課    TEL:043-221-2169  

花見川区地域づくり支援課  TEL:043-275-6224 

稲毛区地域づくり支援課    TEL:043-284-6107  

若葉区地域づくり支援課    TEL:043-233-8124  

緑区地域づくり支援課      TEL:043-292-8107  

美浜区地域づくり支援課    TEL:043-270-3124 

 

 など 

 

 

・同一団体への派遣は年度内 3回まで 

・専門家ではないため、対応範囲には限りがあります 

・利用料金はかかりません 

 ※アドバイザーには、市から謝礼が支払われます 

 

 千葉市防災アドバイザー名簿に登録され、地域の防災

活動を行う避難所運営委員会等に対し、自らの防災に

関する知識・技術・経験等に基づき、指導や助言を行っ

ていただける方です 

 

 

 

防災アドバイザーを活用しよう！ 
～避難所運営の心強い相談役～ 

  

 

防災アドバイザーとは？ 
  

 

 

 

こんな時に相談！ 

 

 

 

利用のポイント 

 

 

 

 

 

お申込み・お問い合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

コラム   

・マンホールトイレの訓練を実施したい 

・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）をやりたいので、指導してほしい 

など 
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備蓄食料体験 

    団体名称 黒砂公民館避難所運営委員会 

 

活動内容 

避難所開設・運営訓練にて、開設訓練や運営訓練のほかに、実際の防災備蓄品を用い、アレ

ンジ方法やその試食など、災害時の食事についてわかりやすく、そして実践的な内容を交え紹

介しています。 

【使用食材】 

アルファ米、スープの素（たまご、ほう

れん草、豚汁）、缶詰（サバの味噌煮、

コーン、グリーンピース）、牛乳 

 

 

 

【その他用意したもの】 

避難所に備蓄されている耐熱袋、ポータブルストーブ、紙皿、割り箸、計量カップなど、限ら

れた器具で実施可能なものを選定。 

【作り方】                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・少し工夫するだけで、非常食をおいしく食べられることがわかりました。 

事例９ 

 

● 非常食にアレンジを加えることで、よりおいしく食べられる方法を見つけること

ができます。 

● 訓練時に実際に作り紹介することで、訓練参加者が自身で実践しやすくなりま

す。 

 

 

 

 事例 6 
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ＨＵＧの地域版作成  

   団体名称 扇田小学校避難所運営委員会 

 

活動内容 

１年限りの委員の方にも、避難所の基本を理解していただく取り組みの１つに HUG を取り

入れています。ＨＵＧの内容に、地域特性を反映し、「水道、ガス、電気等のインフラの遮断」や

「高層マンション・中低層マンションの存在」を考慮したカードを作成しました。在宅避難の必要

性をイメージしやすいよう、参考資料として利用しています。 

 

 

 

 

 

 

【追加イベント例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・自分たちの地域環境に合わせた HUGは、避難所の理解とともに実際にどのような問題 

が発生するのか理解しやすくなります。 

・継続的な取り組みにより、地域防災共助力にも期待が持てます。 

～HUGとは～ 

避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを避難所の体育館

や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様々な出来

事にどう対応していくかを模擬体験するゲーム。 

 

● HUGは手軽に避難所の運営を模擬体験することができますが、地域特性を考慮す

ることでより実践的な取り組みになります。 

 事例７ 
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あんしんケアセンターと協力した訓練 

    団体名称 穴川コミュニティセンター避難所運営委員会 

 

活動内容 

穴川コミュニティセンター避難所開設・運営訓練実施の際に、あんしんケアセンター小仲台

と同避難所運営委員会救護・衛生班の合同企画として、避難所での健康管理や要救護者が出

た場合の応急処置について、実演を交えた講義を行いました。 

  

【体位管理・応急処置訓練の様子】 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・あんしんケアセンターの方による話は、専門的で参考になりました。 

・実演を交えての講義だったのでわかりやすく、家庭で実践してみようと思いました。 

 

 

 

 

● 実演している様子を見ながら解説を聞くことで、実際の動きのイメージがし

やすくなります。 

● 地域の福祉機関との連携で、災害時に支援が必要な住民が安心して避難生

活を送れる体制が整います。 

 事例 8 
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【訓練の資料】 

 

参考 
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「合同防災訓練」の実施  

    団体名称 扇田小学校避難所運営委員会 

 

活動内容 

各町内自治会、マンション管理組合等が集まって避難所運営委員会を構成しているため、2

～3年に 1回程度の割合で合同の「防災訓練」を実施しています。 

近年、残念ながら防災訓練への参加者数が減少していることもあり、各団体の役員も防災

訓練実施の必要性を感じながらも、実施に前向きになり切れない現状があります。そのため、

合同で行うことで参加者数を確保し、参加者と実施役員側の士気を高める効果を期待してい

ます。 

避難所開設訓練の一部も取り込みながら、避難所となる小学校のレイアウトなどにも慣れて

もらう効果や交流の少ない地域同士の合同イベントという交流の場の提供を含めて行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・実施準備の手間が各団体に分散されることもあり、効率的。また、昨今の訓練参加者 

減少の面からも、一定の規模感が保てるので活気づきます。 

・合同開催によって、他の地域の訓練内容を学び、自分たちの地域に必要な備えについて 

再認識する機会になった。 

● 気軽に参加できる活動を通じて、災害時に備えた地域の協力体制を強化でき

ます。 

 事例 9 
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広報誌の作成 

 団体名称 穴川コミュニティセンター避難所運営委員会 

 

活動内容 

独自に広報誌「避難所だより（A４両面綴り程度）」を作り、町内で配付、回覧し、有事の際の

避難所運営・防災意識への啓発を図っています。また、避難所開設・運営訓練時にアンケート

を取り、結果を広報誌に記載しています。 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

 ・ 

 ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・このようなたよりがあることで、防災意識向上につながると思います。 

・次回は参加したいと思いました。 

● 視覚的にインパクトがあり、簡潔かつわかりやすい情報提供ができます。 

● 訓練結果や住民の意見を広報誌に記載することで、訓練を単なる１回限りのイ

ベントとして終わらせないことができます。 

 

 

 

 

 事例１０ 
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 複数の避難所運営委員会による防災展示会 

団体名称 高洲地区避難所運営委員会（高洲四小、高洲三小、旧高洲二中、 

高洲コミュニティセンター、高洲スポーツセンター） 

活動内容 

パネルや実際の防災用品などを用いて企画展を行い、在宅避難を含む避難行動に役立つ

情報、避難所生活の具体的事例や相互協力など防災･減災についての情報発信を行っていま

す。 

避難所運営委員会だけではなく多くの方に、避難所生活の実態や日頃の備えの重要さを伝

えるために、独自にわかりやすいポップアップや映像資料なども用いて展示をしています。 

地区の複数の避難所で合同で行うことで連携を深め、負担を分散させることもできています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

・災害時のトイレ対策などの備えについて、展示会での実例が参考になりました。 

・避難所での助け合いや、高齢者・女性への配慮の重要性を改めて認識できた。 

 

● 複数の避難所運営委員会で行うことで、負担が少なく行うことができます。ま

た、避難所運営委員会同士の情報共有も積極的に行いましょう。 

● 市から防災パネル、避難所開設・運営動画のDVDの貸し出しを行っていますの

で、必要に応じて活用してください。 

事例１１ 

 

 事例１１ 
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複数避難所合同のブース出展 

    団体名称 星久喜中学校避難所運営委員会、星久喜小学校避難所運営委員会、 

青葉の森芸術文化ホール避難所運営委員会 

 

活動内容 

星久喜地区のイベントである「星久喜フェスティバル」に３委員会が合同で避難所ブースを

出展し、防災イベントを実施しました。 

特に星久喜中学校避難所運営委員会は星久喜公民館、都市緑化植物園を含んでおり、公民

館には風水害時に地区外の方が避難してくることが想定されます。地区外や町内自治会以外

の方が避難者となる可能性を認識し、広く３委員会で連携して活動の幅を広げていくことを

目標にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

ポイント 

 

 

 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

 ・大人だけでなく、子どもも興味を持って参加してくれてよかったと思います。 

 ・運営側は苦労もあるが、これからも継続していきたい。 

事例１２ 

 

 事例１２ 

● 3つの委員会が協力することで、活動の範囲を広げ、より多くの住民や団体と連

携し、防災ネットワークを強化できます。 

● 地域住民が集まるイベントに出展することで、避難所運営委員会のことを知らな

い人たちにも、避難所に関することや備蓄の重要性などをアピールしています。 
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外国人住民へのアプローチ 

     団体名称 蘇我コミュニティセンター避難所運営委員会 

 

活動内容 

外国人の住民が多い地域であることを考慮し、災害時の外国人住民への対応をスムーズに

行うための取組みを始めています。 

 

【取り組み内容】 

・避難所運営委員会の組織の中に「外国人支援班」を設置し、災害時に外国人住民への 

支援ができるよう体制づくりを進めています。 

・訓練の際に近隣の外国人学生が多く通う専門学校に声をかけるなどして、避難所開設訓 

練に参加してもらっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

地域ではこんな意見が出ました 

 ・生活習慣などの違いなどから、外国人住民の方の受け入れ方がわからず、不安を抱く方も 

いますが、災害時には国籍を問わず被災し、外国人の方へもサポートが必要であることを 

丁寧に説明しています。 

 ・訓練に参加した外国人の方からは、「次回も参加したい」など概ね良い反応が得られました。 

 

 

事例１３ 

 

 事例１３ 

 

● 外国人住民の方にも避難所開設訓練に参加してもらうことで、災害時の避難所

運営をよりスムーズに行うことにつながると同時に、外国人住民の方にも日頃の

防災意識を高めてもらう効果が期待できます。 
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おわりに 

 

本事例集では、数ある避難所運営委員会のうち、一部の活動事例を紹介しています。参考

になる活動は、地域の特性に合わせてアレンジしながら、皆さまの活動にも積極的に取り込ん

でください。 

今後も、皆さまの参考となるような先進的な事例があれば、千葉市ホームページ等で公開

していきますので、情報提供をいただくようお願いします。 

 

また、千葉市では、避難所運営委員会が行う自主的な活動を支援するため、1避難所あたり

１年度 50,000円を上限として、補助金を交付しています。避難所運営の体制作りを進める

ために、ぜひご活用ください 

避難所運営委員会 

への補助制度 

   

さらに、避難所運営委員会活動の基本的事項をまとめた、避難所開設・運営マニュアル（例）

や、マニュアルをわかりやすく解説した動画、避難所に備蓄している資機材の使い方を説明す

る動画をホームページで公開しています。「何から始めればよいか分からない」「停滞している

活動を底上げしたい」などと感じる方は、ぜひご覧ください。 

避難所開設・ 

運営マニュアル 

本編（避難所開設・ 

運営の流れ） 

ダイジェスト版・ 

インタビュー 

備蓄資機材の 

取扱説明 
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【補助金申請窓口】 

【本事例集及びその他避難所運営委員会に関すること】 

 
防災対策課 地域防災力向上班 

TEL:043-245-5113  

Mail：bosaitaisaku.POCR@city.chiba.lg.jp 

 

 

 

  

 

 

中央区地域づくり支援課                                                 

TEL: 043-221-2169 

Mail: kurashianshin.CHU@city.chiba.lg.jp 

稲毛区地域づくり支援課                                                 

TEL: 043-284-6107  

Mail: chiikizukuri.INA@city.chiba.lg.jp 

若葉区地域づくり支援課                                                 

TEL: 043-233-8124  

Mail: chiikizukuri.WAK@city.chiba.lg.jp 

緑区地域づくり支援課                                                 

TEL: 043-292-8107  

Mail: chiikizukuri.MID@city.chiba.lg.jp 

美浜区地域づくり支援課                                                 

TEL: 043-270-3124  

Mail: chiikizukuri.MIH@city.chiba.lg.jp 

花見川区地域づくり支援課                                             

TEL: 043-275-6224  

Mail: chiikizukuri.HAN@city.chiba.lg.jp 

問い合わせ先 


